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正規分布の復習

• 0 : さんま3000匹

• 1 : にしん2000匹
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さんまとにしんの二クラスのデータがあります。特色は魚の重さ（w)です。

さんまはクラス０、にしんはクラス１とします。さんまの重さの平均は200g

で標準偏差は30です。にしんの平均重さは400gで標準偏差は50gです。
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もし特色の重さが260gであれば、その条件付き確率は

正規分布復習
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正規分布の確率密度関数から確率を求める簡単な手法
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標準正規分布の確率密度関数表を参考にして確率を求める方法
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前のスライドの式[1]の積分を求めるのは難しい。

しかし標準正規分布の確率密度関数表を参考にして確率を簡単に求められる。

標準正規分布の ,0=µ 1=σ

,0=µ

上記の図は標準分布の確率密度関数です。網掛けの面積は�の値−∞から

�までの確率です。その値は[2]の式で求められます。標準確率密度関数表

には全ての�の値に対応した網掛けの面積 確率 の値が載っています。

�

…[2]

一般の正規分布から標準正規分布に変更方法

データ x が、平均値 、標準偏差 の一般正規分布データであるとき、

と加工すると、データは標準正規分布のデータになる。

�の平均は0、標準偏差は１になります。

http://www.six-sigma-material.com/Normal-Distribution.html
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標準正規分布表使用法
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平均200、標準偏差30の場合、正規分布の書き方は

�から�を求める式は　　　　　　　　　　　　　　　　

	� =	260 の時� = (260 − 200)/30です。

�� さんま の場合赤い分布

260g辺り、260gから261g(∆� = 1�)の間の重さの

さんまの確率は下記通り求められます：

さんまの重さ271gの以下の確率は0.9788です。

さんまの重さ260gの以下の確率は0.9772 です。
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よって、

さんまの事前確率� �� = 3/5です。よって、事後確率

同様に、��についても求めると、
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標準正規分布表使用法
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平均400、標準偏差50の場合、正規分布の書き方は

�から�を求める式は　　　　　　　　　　　　　　　　

	� = 	400 の時� = (260 − 400)/50です。

�� にしん の場合青い分布

260g辺り、260gから261gの間の重さの

にしんの確率は下記通り求められます：

にしんの重さ261gの以下の確率は0.0027 です。

にしんの重さ260gの以下の確率は0.0026 です。
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よって、

にしんの事前確率� �� = 2/5です。よって、事後確率

よって、クラス��さんまの確率は高い。

に分類されるこの場合、 0C∴
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２次元の正規分布
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各特色を2次元の空間に表示させると、

重ならずに分けることができる

次元の正規分布

ｄ次元の正規分布（特色の数ｄの場合）
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一次元(特色は一つ）の正規分布
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ｄ次元の場合ベイズの定理(公式）
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ちなみに、ExcelではNORMSDISTという関数で

上の式の計算ができる
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